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▲（東御市からのアクセス）

上田バス（株） 
☎0268-34-6602
千曲バス（株） 
☎0268-22-2363
ＪＲバス関東（株）小諸支店 
☎0267-22-0588

高速バス上田予約センター ☎0268-22-0230／千曲バス（株） ☎0268-22-2363／高速バス予約センター ☎0267-62-0010

バスで
ご利用の際には、事前にバス会社にご確認ください。●高速バス（予約制、全席指定） バス路線は、生活路線等数多くの便があるので、主な観光地へ行く場合のみを

掲載しました。時刻表、料金等は各バス会社へお問い合わせください。●バス路線

上田バス上田市真田（真田・渋沢線）

千曲バス青木村（青木線）

上田バス別所温泉（塩田線）

千曲バス上田市武石（武石線）

千曲バス鹿教湯温泉（鹿教湯線）

ＪＲバス関東長和町（長久保線）

（新宿高速バスターミナル）

（あべの橋駅） （OCATビル）

（練馬区役所前）
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日ひ
の

本も
と

一い
ち

の
兵

つ
わ
も
の

と
謳う

た

わ
れ
、戦
国
の

世
に
大
輪
の
華
を
咲
か
せ
た
勇

将〝
真
田
信
繁（
幸
村
）〟。こ
こ
信

州
上
田
地
域
か
ら
祖
父
・
幸
隆
、

父
・
昌
幸
、兄
・
信
之
と
と
も
に
綴つ

づ

っ
た
物
語
は
、四
百
年
の
時
代
を

経
た
今
で
も
熱
く
語
り
継
が
れ

て
い
ま
す
。六
文
銭
の
軍
旗
を
颯さ

っ

爽そ
う

と
翻

ひ
る
が
えし

、真
田
三
代
が
駆
け
巡

っ
た
上
田
地
域
で
、あ
な
た
も
真

田
氏
の
歴
史
を
巡
り
歩
い
て
み

ま
せ
ん
か
。

｢真田父子犬伏密談図｣
真田昌幸・信之・信繁（幸
村）の父子3人が下野国
犬伏で行った密談の様
子を描いたもの。

（所蔵：上田市立博物館）

｢錦絵（にしきえ）真田幸村巡見図｣
（所蔵：上田市立博物館）

真
田
家
、
飛
翔
の
時

　

真
田
氏
は
長
野
県
上
田
市
の
北
東
に

位
置
す
る
山
あ
い
の
地
・
真
田
の
郷
か

ら
歴
史
の
表
舞
台
に
躍
り
出
た
。
そ
の

先
駆
け
は
、
武
田
信
玄
に
仕
え
、
信
濃

先
方
衆
と
し
て
活
躍
し
た
真
田
幸
隆
で

あ
る
。
武
田
軍
へ
の
参
入
は
天
文
十
四

年
（
１
５
４
５
）
頃
と
さ
れ
る
。
信
玄

が
二
度
大
敗
を
喫
し
た
東
信
濃
の
豪

族
・
村
上
義
清
に
対
し
、
独
力
で
砥
石

城
を
攻
略
す
る
な
ど
の
勲
功
を
あ
げ

た
。
そ
の
戦
上
手
ぶ
り
か
ら
「
攻
め
弾

正
」
の
異
名
を
と
り
、
真
田
家
隆
盛
の

基
礎
を
固
め
た
。

徳
川
軍
と
の
戦
い

　

主
家
の
武
田
家
滅
亡
後
、
次
い
で
臣

従
し
た
織
田
信
長
も
本
能
寺
で
憤
死
す

る
と
、
真
田
家
を
取
り
巻
く
状
況
は
急

変
。
上
杉
・
北
条
・
徳
川
に
囲
ま
れ
た

所
領
を
死
守
す
べ
く
、
真
田
家
の
舵
取

り
を
任
さ
れ
た
昌
幸
は
外
交
に
力
を

注
い
だ
。
天
正
十
三
年
（
１
５
８
５
）、

徳
川
家
康
に
兵
７
千
人
を
差
し
向
け
ら

れ
る
と
、手
勢
２
千
人
で
こ
れ
に
対
抗
。

地
の
利
を
活
か
し
た
戦
術
を
駆
使
し
て

徳
川
軍
を
敗
走
さ
せ
た
。
こ
れ
が
世
に

言
う
第
一
次
上
田
合
戦
で
あ
り
、
こ
の

一
戦
を
も
っ
て
真
田
氏
の
武
名
は
天
下

四百年前
日本一の兵が

この地を駆けた。
つ わ も の

1

2
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そ
し
て
、幸
村
公 
獅
子
奮
迅
の
大
戦「
大
坂
の
陣
」へ

東
軍
西
軍
に
分
か
れ
て

　

慶
長
五
年
（
１
６
０
０
）、
関
ヶ
原
の

戦
い
が
勃
発
。
東
軍
の
主
力
部
隊
を
率

い
る
徳
川
秀
忠
軍
３
万
８
千
を
足
止
め

し
、
合
戦
に
遅
参
さ
せ
た
の
が
第
二
次

上
田
合
戦
で
あ
る
。
昌
幸
は
関
ヶ
原
の

戦
い
に
先
立
ち
、
長
男
の
信
之
、
次
男

の
信
繁
（
幸
村
）
と
東
西
ど
ち
ら
に
つ

く
か
を
密
か
に
話
し
合
っ
て
い
る
。
結

果
、昌
幸・信
繁
親
子
は
西
軍
に
与
し
て
、

信
之
は
東
軍
に
付
き
袂た

も
と

を
分
か
ち
戦
っ

た
の
で
あ
っ
た
。

大
坂
冬
の
陣
「
真
田
丸
」
へ

　

上
田
の
地
で
は
勝
利
す
る
も
、
関
ヶ

原
合
戦
で
西
軍
が
敗
れ
る
と
、
昌
幸
と

信
繁（
幸
村
）は
高
野
山
に
配
流
と
な
る
。

時
に
昌
幸
53
歳
、
信
繁
（
幸
村
）
33
歳
。

高
野
山
麓
の
九
度
山
（
和
歌
山
県
九
度

山
町
）
で
蟄
居
生
活
に
入
っ
た
後
、
昌

幸
は
失
地
回
復
の
機
会
な
く
失
意
の
う

ち
に
世
を
去
っ
た
。
信
繁
（
幸
村
）
も

こ
の
ま
ま
朽
ち
る
か
と
思
わ
れ
た
慶
長

十
九
年
（
１
６
１
４
）、
天
下
取
り
の

総
仕
上
げ
に
か
か
る
家
康
に
対
峙
す
る
、

豊
臣
秀
頼
の
招
き
に
応
え
て
、
九
度
山

を
脱
出
。
大
坂
城
入
り
を
果
た
す
と
、

大
軍
で
攻
め
込
ま
れ
や
す
い
城
の
南
側

に
出
城
「
真
田
丸
」
を
築
き
、
決
戦
に

備
え
た
。
大
坂
冬
の
陣
、
そ
し
て
夏
の

陣
へ
と
続
く
信
繁
（
幸
村
）
の
最
後
の

戦
い
が
、
い
ま
幕
を
上
げ
よ
う
と
し
て

い
た
。

に
鳴
り
響
い
た
。

四百年前
日本一の兵が

この地を駆けた。

真田氏ヒストリー

4 3

知勇兼備の
三代四将

ヒストリー
マップ

1551
砥石城攻略

1580
沼田城攻略

1600
関ヶ原の戦い

1614
大坂冬の陣

1615
大坂夏の陣

1600
関ヶ原の戦い後
昌幸・信繁（幸村）が
高野山に配流

1600
第二次 上田合戦

1585
第一次 上田合戦

1553〜1564
川中島の戦い

幸隆の三男で、外交術を駆使し
｢表裏比興の者｣ と評された。二
度の上田合戦で徳川軍を撃退。

武田信玄に仕え、信濃先方衆と
して武田軍の勢力拡大に貢献し
た。真田家中興の祖。

真田 昌幸

真田 幸 隆（幸綱）

昌幸の長男で、二代目上田城主、
初代松代藩主。徳川方に与し、

「信之」と改名した。

昌幸の次男で、本名は信繁。大
坂冬の陣では出城「真田丸」を
築いて奮戦した。

真田 信幸（信之）

真田 幸村（信繁）

ひのもといち

真田幸村公肖像画（所蔵：真田氏歴史館）
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上田城跡北
観光駐車場

02

01

上田城跡公園駐車場

上田城
見どころ 
攻略ガイド

これぞ真田氏 夢の跡

❷東虎口櫓門・南櫓・北櫓
平成６年（1994）に復元された東虎口櫓
門をくぐって、いざ本丸へ入城。左右につ
ながる南櫓と北櫓では、火縄銃や歴代上
田城主の各種資料を見学できる。

❶真田石
東虎口櫓門右手の石垣にはめ込ま
れた幅３ｍの巨石。二代目城主・信
之が信州松代に転封を命じられた
際、父の形見として持ち運ぼうとし
たが動かせなかったと伝えられて
いる。

　

天
正
十
一
年
（
１
５
８
３
）、
真

田
信
繁（
幸
村
）の
父
・
昌
幸
に
よ
っ

て
築
か
れ
た
上
田
城
。
二
年
後
の
天

正
十
三
年
（
１
５
８
５
）、
さ
ら
に

慶
長
五
年
（
１
６
０
０
）
の
二
度
に

わ
た
り
、
多
勢
で
攻
め
寄
る
徳
川
軍

を
見
事
に
撃
退
し
た
城
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
関
ヶ
原
の
戦
い
で
西

軍
が
敗
れ
た
た
め
、城
は
破
却
さ
れ
、

そ
の
後
、
真
田
信
之
に
代
わ
り
入
封

し
た
仙
石
忠
政
に
よ
っ
て
、
現
在
の

か
た
ち
に
復
興
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

真
田
氏
が
戦
い
抜
い
た
上
田
城
で

の
攻
防
を
思
い
描
き
な
が
ら
、
城
内

の
見
ど
こ
ろ
を
一
つ
ひ
と
つ
攻
略
し

て
み
ま
し
ょ
う
。

❸眞田神社
真田父子と仙石氏、松平氏
の歴代上田藩主を祀る神
社。真田氏の知略と勝運に
あやかるパワースポットと
して受験生やアスリートに
人気。

　　3  　　3  



上田城跡北
観光駐車場

02

01

上田城跡公園駐車場

上
田
市
教
育
委
員
会 

和
根
崎
　
剛
さ
ん

上
田
城
の
保
存
整
備
や
発
掘
調
査
を
担
当
す

る
和
根
崎
さ
ん
が
、
上
田
城
の
知
ら
れ
ざ
る

見
ど
こ
ろ
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
！
歴
史
に
隠
さ

れ
た
上
田
城
の
秘
密
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

❺西櫓
仙石忠政が建てた江戸時代初期の状態をその
まま残す貴重な櫓。当時建てられた７棟の櫓
は、ほとんど同じ形で設計されたとされる。

❹真田井戸
眞田神社の脇にある直径２ｍ深さ16.5ｍの古
井戸。敵に包囲された際に逃げられるように、
城北側に位置する太郎山や上田藩主居館跡に
通じる抜け穴があったといわれている。

❼上田市立博物館
真田昌幸をはじめとする歴代城主の甲冑や、
上田城で発掘された金箔瓦、織田信長所用の
韋胴服など貴重な資料を展示。上田地方の歴
史やくらしを通観できる民俗資料も充実。
3上田市二の丸3-3（上田城跡公園内）
x0268-22-1274

❻隅
す み

おとし
鬼門の方角、北東の隅の土塁に切り込みを設
けて鬼門除けとした。上田城の特徴的な構造
の一つ。

もしかしたら… 
表玄関は西側だった !?

築城当初、昌幸は越後から勢力を広げる上杉軍の防衛を念
頭に置いていました。そのため、上杉方と対峙する西側に
正門を構えたのではないかと考えられます。現在残る石垣
は仙石氏の時代のものですが､西虎口の石垣の上には、櫓
門の部材を載せるための跡（凹み）が残っています。

❸

もしかしたら… 
尼
あ ま

ヶ
が

淵
ふ ち

に秘密の施設が !?
眞田神社の南側の崖に積まれた石垣には、よく見ると不
自然な隅石があり、石垣の中にもうひとつ石垣が埋もれ
ているようにも見えます。安山岩の野面積みの石垣で上
田城の中でも古手のものと考えられます。絵図には描か
れないこの石垣は、秘密の石垣だったのかもしれません。

❷

イチ押し撮影スポット 
公園管理事務所付近

尼ヶ淵にある公園管理事務所付近は、一度に３つの櫓を見
上げることができる絶好の撮影スポットです。

もしかしたら… 
五輪塔のパワーを埋め込んだ!?

仙石氏が復興した西虎口の石垣には、火輪と呼ばれる五
輪塔の笠がはめ込まれています。また、北櫓周辺や尼ヶ淵
の石垣にも、石塔の部材が使われています。はたして途中
で石が足りなくなったのか、それとも何かのおまじない
なのか、未だ真相は不明です。

❹

上田城の
隠れスポットを

発見！

もしかしたら… 
上田城には天守閣があった !?

本丸を囲む堀の底から、真田昌幸の頃の瓦とともにシャ
チホコに金箔を貼った「金箔瓦」が出土しています。金箔
瓦は天守閣やそれに準ずる重要な建物に使われることが
多く、真田氏時代の上田城には天守閣があった可能性も
考えられます。

❶

所蔵：上田市立博物館

■通常時（台数 88台）
時間 /24 時間　料金 /無料

■イベント時
イベント開催中は駐車禁止となる場合がございます。

上田城跡公園駐車場（一般車）P02
■通常時（台数 104台）
1時間以内 /無料
1時間超～11時間以内 /1時間ごと100円加算
11時間超～24時間以内 /1,000 円
24時間超 /1日ごと1,000 円を加算

■特別期間（4月上旬 上田城千本桜まつり、4月下旬～5月上旬 
ゴールデンウィーク、11月上旬 上田城紅葉まつり）
3時間以内 /500 円
3時間超～8時間以内 /1時間ごと100円加算
8時間超～24時間以内 /1,000 円
24時間超 /1日ごと1,000 円を加算

上田城跡北観光駐車場（一般車）P01

Pa r k i n g / A c c e s s駐車場・交通
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砥
と

石
い し

・米
こ め

山
や ま

城跡
砥石・米山城は桝形城・本城・砥石城・米山城から
構成される複雑な構造。村上義清が拠点とし、武
田信玄を破った「砥石崩れ」の舞台となった城。そ
の後、真田幸隆は知略により砥石城を奪い、本領
である真田地域をほぼ手中にしました。

真田幸村公騎馬像（JR上田駅前）

3上田市上野　x0268-23-5408 （上田市観光課）

池波正太郎  真田太平記館
時代劇の名手・池波正太郎氏が描いた長編小説

『真田太平記』は真田氏の興亡や忍びの者たちの
活躍を描き、大人気を博しました。その作品と資
料等を展示。館内に喫茶コーナーもあります。
3上田市中央3-7-3　x0268-28-7100

真田一族が見つめていた風景の中へ、
真田一族が駆け抜けた物語の舞台へ。
戦国武将真田一族ゆかりの地を

訪ねてみませんか。

角間渓谷（猿飛岩）
烏帽子岳の北麓、角間川の両岸約4kmにわたり切り立った岩壁や奇岩が
続く渓谷。坂上田村麻呂がここから矢を放ったという岩屋や、真田十勇
士の筆頭・猿飛佐助が忍術の修行をしたと伝わる岩も。
3上田市真田町長　x0268-72-4330（上田市真田地域自治センター産業観光課）

真田氏本城跡
見晴らしがよく、上田盆地を見下ろせるだけでな
く、四阿山など周囲の山も見渡せる山城。真田の
郷の中心部にあり、規模が大きく水利もあること
から真田氏の本城であったと推定されています。
3上田市真田町長5029-3　x0268-72-4330

（上田市真田地域自治センター産業観光課）
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安
あ ん

智
ち

羅
ら

明神
松尾古城という真田氏ゆかりの山城の南麓に位
置する角間集落の奥に祀られていた安智羅明神
はやさしい顔立ち。真田幸隆18歳の頃の写しと伝
えられています。

真田氏館跡（御屋敷公園）
真田昌幸が上田城へ移る以前の屋敷跡。地元では、
今も「お屋敷」と呼び、親しんできました。5月中旬
～6月上旬には約600株のツツジが咲き誇ります。
3上田市真田町本原御屋敷　x0268-72-4330

（上田市真田地域自治センター産業観光課） 3上田市真田町長　x0268-72-4330
（上田市真田地域自治センター産業観光課）

六文銭

結び雁金 州浜

真田氏の目印を
探してみて！
真田氏ゆかりの場所を旅するとき、
紋に的を絞って歩くのも楽しいです
よ。真田氏の紋は「六文銭」だけでは
ありません。海野氏の氏神・白鳥神社
の社紋でもある「州浜」、必ず帰って
くるという願いを込めた「結び雁金」
等が建物のどこかにあしらわれてい
ます。また後年、絵師たちが描いた絵
図などで見た時、興味が倍増すると
思います。

千
せ ん

古
こ

の滝
洗馬川の水流ですりへってできた多段の滝で、昔
から雨乞いの祈願が行われ、河童伝説も伝わって
います。真田十勇士の一人、霧隠才蔵が忍術を磨
いた場所ともいわれています。

上田藩主居館跡
関ヶ原の戦いの後、真田信之が建てた藩主居
館。表門、堀が昔の面影をよくとどめ､表門は
現在、上田高等学校の校門として生徒たちが
朝な夕なにくぐり、親しまれています。堀に
沿って歩くと上田城跡に至ります。
x0268-23-5408（上田市観光課）

3上田市真田町長　x0268-72-4330
（上田市真田地域自治センター産業観光課）

真田信繁 兜写し

安智羅明神像

3上田市真田町本原2984-1
x0268-72-4344

真田氏歴史館
戦国時代を駆け抜けた真田三
代。その発祥の地・真田の郷に
ある城跡や居館跡、ゆかりの
寺社などへ向かう前に寄って
ほしい資料館です。真田氏に
関係する品々や甲冑、絵図な
どが展示されています。
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真田氏ゆかりの
歴史浪漫を巡る

真
田
氏
の
祈
り

苛か

烈れ
つ

な
戦
国
の
世
に
、
真
田
三
代
が
願
っ
て
い
た
も
の
は
…
。
決
戦
を
前

に
武ぶ

運う
ん

長ち
ょ
う

久き
ゅ
う

の
祈
り
を
さ
さ
げ
、
大
切
な
家
族
を
思
い
安
ら
か
に
菩
提
を

弔
っ
た
真
田
氏
の
面
影
を
伝
え
る
神
社
仏
閣
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

真
田
家
の
女
性
た
ち

勇
ま
し
く
戦
地
を
駆
け
る
真
田
軍
の
後
ろ
に
は
、
彼
ら
を
常
に
助
け
、
優
し
く
見
守
る
女
性

た
ち
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
信
之
を
支
え
た
小
松
姫
や
、
信
之
・
信
繁
（
幸
村
）
兄
弟
が
敬

愛
し
た
姉
の
村
松
殿
の
史
跡
な
ど
を
訪
ね
て
み
る
の
も
、
真
田
氏
巡
り
の
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

長
ち ょ う

谷
こ く

寺
じ

真田幸隆が妻の菩提を
弔うために開いた、かつ
ての菩提寺。境内裏手に
は幸隆夫妻、昌幸の墓が
あります。アーチ形の石
門等に六文銭が刻まれ、
春にはシダレザクラが
見事な花を咲かせます。

3上田市真田町長4646　
x0268-72-4330

（上田市真田地域自治
センター産業観光課）

白
し ら

鳥
と り

神社
木曾義仲の挙兵で知られる白鳥河原のほとり、海野宿東入口を鎮める海
野氏、真田氏の氏神。一族の守護神として篤く崇敬され、真田信之により
松代へも大切に分祀されています。海野氏始祖から真田氏へと繋がる系
図が伝わります。社殿には神紋の[州浜]が掲げられています。

3東御市本海野1116　x0268-62-1949

山
や ま

家
が

神社
延喜式にも載る格式高い神社。真田氏
は四阿山から流れる水を神聖なもの
と崇め、神社ともども手厚く保護しま
した。四阿山頂の奥宮の扉に､幸綱（幸
隆）・信綱の名が記されたものが残っ
ています。
3上田市真田町長4473
x0268-72-4330

（上田市真田地域自治センター産業観光課）

3上田市下之郷701
x0268-38-2755

3上田市真田町長8100
x0268-72-4330

（上田市真田地域自治センター産業観光課）

生
い く

島
し ま

足
た る

島
し ま

神社
生島足島神社は東信濃屈指の古社。
真田一族の信仰も篤く、昌幸や信之（信
幸）の朱印状が伝わります。また、武田
信玄の願文や家臣団の起請文などの写
しも展示しています。

村松殿
真田昌幸の長女・於国は武田信玄の重
臣・小山田茂誠（しげまさ）に嫁ぎ、真田
昌幸から与えられた小県郡の村松郷、
現在の青木村村松地区に居を構えたた
め、村松殿と呼ばれました。弟の信幸・
信繁（幸村）を気遣うよき姉として、二
人からとても敬愛されていました。

信
し ん

綱
こ う

寺
じ

真田昌幸が長篠の戦いで討死した
兄・信綱の墓所とした寺。信綱の首級
を包んで持ち帰ったとされる血染め
の陣羽織が伝えられています。

小松姫の墓（芳泉寺）

小松姫のお墓は江
戸からの帰途に亡
くなった地である
鴻巣、信之が城主
だった沼田、そし
て上田の芳泉寺の
3カ所にあります。

3上田市常磐城3-7-48　
x0268-21-9119

3青木村村松　x0268-49-0111
（青木村観光協会）

村松殿館跡

長久保宿本陣（石合家）
真田信繁（幸村）の娘、すへが嫁いだ先
が長久保宿で本陣と問屋を務めた石合
家四代目当主。中山道最古の本陣遺構
である「御殿」が残っています。※個人
宅のため中に入ることはできません。
3長和町長久保589 
x0268-88-0030（長和の里歴史館）

小松姫
真田信之の妻・小松姫は賢
婦人（けんぷじん）として
の譽（ほま）れ高く、武勇伝
も数多く残されており、信
之に深く愛されたといい
ます。徳川家康の重臣・本
多忠勝の娘で家康の養女
だったことから菩提寺の
芳泉寺に残る遺品には葵
の紋が描かれています。
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大自然に囲まれた
歴史ロマンの城下町

人と自然が織りなす
しあわせ交流都市

名刹といで湯の郷を
のんびり散策
中央分水嶺が走るまちは
黒耀石のふるさと

長
野
県
東
部
に
位
置
し
、真
田

氏
の
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
上
田

地
域
は
、気
候
も
温
暖
で
、全
国

的
に
も
高
い
晴
天
率
を
誇
り
、

旅
行
に
最
適
な
エ
リ
ア
で
す
。

四
季
折
々
に
豊
か
な
表
情
を
み

せ
る
自
然
や
、情
緒
豊
か
な
城

下
町・
宿
場
町
、心
と
体
が
癒
さ

れ
る
名
湯
な
ど
の＂
旅
の
幸
〟
が

豊
富
に
揃
い
、足
を
の
ば
せ
ば
の

ば
す
ほ
ど
多
く
の
楽
し
み
に
出

会
え
ま
す
。

上田市

東御市

青木村

長和町
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DATA
 上田市菅平高原 
 0268-74-2003（菅平高原観光協会）

DATA
 上田市武石上本入巣栗 
 0268-85-2828

　（武石観光協会）

DATA
 上田市真田町長 
 0268-72-4330

　（上田市真田地域
　  自治センター産業観光課）

DATA
 上田市別所温泉氷沢
 0268-38-3510（別所温泉観光協会）

氷こ
お
り

沢ざ

わ

風
穴

上田市

幸
上
田
市
に

壮
観
。

あ
り！！

大
自
然
に
囲
ま
れ
た

歴
史
ロ
マ
ン
の
城
下
町

中
央
に
千
曲
川
が
流
れ
、
菅
平
、
美
ヶ
原
の
２
つ
の
雄
大
な
高
原
に
囲
ま
れ
た
〝
う
え
だ
〟。

信
州
の
鎌
倉
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
名
刹
が
多
く
、
真
田
氏
が
築
い
た
城
下
町
に
は 

温
泉
や
美
味
、

伝
統
工
芸
も
あ
り
魅
力
た
っ
ぷ
り
で
す
。

　「
日
本
百
名
山
」
の
一
つ
四
阿

山
と
「
花
の
百
名
山
」
に
選
ば
れ

た
根
子
岳
の
裾
野
か
ら
な
る
広
大

な
高
原
は
、
夏
で
も
冷
涼
な
気
候

と
地
形
か
ら
ラ
グ
ビ
ー
、
サ
ッ

カ
ー
等
の
合
宿
の
メ
ッ
カ
と
し
て

知
ら
れ
ま
す
。
冬
は
ス
ノ
ー
リ

ゾ
ー
ト
地
と
し
て
人
気
。

菅す

が

平だ
い
ら

高
原

美う
つ
く
し

ヶが

原は

ら

高
原

巣す

栗ぐ

り

渓
谷

唐
沢

　
の
滝

　

王
ヶ
頭
を
中
心
と
し
た
標
高

２
０
０
０
ｍ
地
点
に
壮
麗
な
景
観

が
広
が
る
高
原
で
す
。
３
６
０
度

の
大
パ
ノ
ラ
マ
は
北
・
中
央
・
南

ア
ル
プ
ス
、
富
士
山
も
見
渡
せ
ま

す
。
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
・
ハ
イ
キ
ン

グ
コ
ー
ス
も
整
備
さ
れ
て
お
り
、

泊
ま
り
で
の
星
空
、
朝
焼
け
の
絶

景
が
お
す
す
め
で
す
。

　
菅
平
高
原
に
至
る
国
道
４
０
６

号
線
沿
い
に
あ
る
高
さ
15
ｍ
、
幅

10
ｍ
の
滝
。
滝
下
ま
で
の
遊
歩
道

を
た
ど
れ
ば
、
水
し
ぶ
き
が
滝
つ

ぼ
に
落
ち
る
さ
ま
に
夏
の
暑
さ
を

忘
れ
ま
す
。
縄
文
～
古
墳
時
代
の

岩
陰
遺
跡
が
す
ぐ
近
く
に
あ
り
ま

す
。

　
別
所
温
泉
の
三
島
神
社
本
殿
後

方
に
あ
る
風
穴
。
そ
の
昔
蚕
種
業

者
が
蚕
を
飼
育
す
る
と
き
蚕
の
孵ふ

化
を
抑
制
す
る
た
め
に
造
っ
た
も

の
で
、
石
垣
の
す
き
間
か
ら
冷
気

が
噴
き
出
て
お
り
、
真
夏
で
も

5
℃
し
か
な
い
天
然
の
冷
蔵
庫
で

す
。

　

美
ヶ
原
高
原
の
北
側
の
入
り

口
に
あ
る
渓
谷
。
春
は
緑
が
萌

え
、
夏
は
緑
陰
、
木
漏
れ
日
の
中
、

武
石
川
の
清
流
が
苔
む
し
た
岩
に

あ
た
り
、
飛
沫
を
あ
げ
る
さ
ま

は
、
ま
る
で
一
幅
の
画
を
見
る
よ

う
。
秋
の
紅
葉
は
特
に
絶
景
で
す
。

清
涼
。

DATA
 上田市武石上本入美ヶ原高原 
 0268-85-2828（武石観光協会）

　　9  



なんといっても
「つけば小屋」です！
　春から秋まで楽しめますし、

大自然を肌で感じながら自然

のものをいただく。これがやっ

ぱり最高ですね。獲れたての野

趣（やしゅ）あふれる川の恵み

をお腹いっぱい楽しんでほし

いと思います。朝、昼、夕と豊か

な表情をみせる千曲川の情景

も雰囲気があっていいですよ。

そっと
教えます。

私私ののおすすめおすすめポイントポイント

絶
品
。

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
千
曲
川
の

魅
力
を
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

川
魚
料
理
店
主

西
沢 

徳
雄
さ
ん

伝
統
の
つ
け
ば
漁
を 

受
け
継
ぎ
、
伝
え
る

　

千
曲
川
は
日
本
最
長
の
信
濃
川
の

長
野
県
部
分
を
さ
し
ま
す
。
上
流
は
激

し
か
っ
た
川
が
上
田
地
方
に
至
る
と

滔と
う

々と
う
と
し
た
流
れ
に
な
り
、
ア
ユ
、
ウ

グ
イ
、
ウ
ナ
ギ
、
コ
イ
な
ど
多
種
の
淡

水
魚
や
サ
ワ
ガ
ニ
が
棲
む
、ま
さ
に〝
母

な
る
大
河
〟
と
呼
び
た
く
な
る
川
で
す
。

　
初
夏
と
も
な
る
と
釣
り
人
が
腰
ま
で

浸
か
っ
て
竿
を
ふ
る
姿
や〝
つ
け
ば
漁
〟

が
風
物
詩
。
つ
け
ば
と
い
う
の
は
ウ
グ

イ
（
ハ
ヤ
）
の
習
性
を
利
用
し
た
人
工

の
産
卵
場
・
種
付・

け・

場・

の
こ
と
。
そ
こ

に
投
網
す
る
伝
統
漁
法
で
す
。
シ
ー
ズ

ン
に
は
千
曲
川
縁
に
小
屋
が
掛
か
り

ま
す
。
ア
ユ
は
じ
め
、
獲
っ
た
ば
か

り
の
川
魚
の
塩
焼
き
の
旨
さ
っ
た
ら

な
い
で
す
よ
。
ぜ
ひ
千
曲
川
の
幸
を

味
わ
い
に
お
こ
し
く
だ
さ
い
！

　
千
曲
川
は
川
風
が
い
い
ん
で
す
よ
。

雪
解
け
の
こ
ろ
は
光
が
水
と
遊
ん
で

い
る
み
た
い
。
で
も
川
と
い
う
の
は
、

流
れ
は
場
所
に
よ
っ
て
勢
い
が
違
う

し
、
川
石
は
滑
る
か
ら
意
識
し

て
足
を
踏
ん
張
ら
な
い
と
い

け
な
い
。
美
味
と
い
う
ご

褒
美
は
自
然
に
対
し
て
体

を
張
る
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

さ
の
後
に
あ
る
も
の
じ
ゃ

な
い
か
な
ぁ
。
そ
う
い
う

こ
と
を
昔
よ
り
自
然
と
接
す
る
こ
と

が
少
な
く
な
っ
た
子
ど
も
や
若
い
人

に
知
っ
て
ほ
し
い
と
、
保
育
園
や
高

校
に
声
を
か
け
て
、
体
験
に
来
て
も

ら
う
こ
と
を
毎
年
し
て
い
ま
す
。

　
そ
う
そ
う
、
ウ
グ
イ
の
こ
と
を
信
州

で
は
ア
カ
ウ
オ
と
呼
ぶ
ん
で
す
。
産

卵
期
に
腹
が
赤
く
な
る
か
ら
な
ん
で

す
が
、
赤
く
染
ま
っ
た
千
曲
川
を
見

て
、上
田
の
人
た
ち
は「
今

年
も
真・

田・

の・

赤・

備・

え・

の
季
節
に
な
っ
た

な
ぁ
」
な
ん
て
言

う
ん
で
す
よ
。

旬芸 技
上
田
紬つ

む
ぎ

　
江
戸
時
代
か
ら
養
蚕
で
栄

え
た
上
田
に
は
、
独
特
の
光

沢
と
風
合
い
を
も
ち
、
大
島

紬
・
結
城
紬
と
と
も
に
日
本

三
大
紬
の
一
つ
に
数
え
ら
れ

る
上
田
紬
が
あ
り
ま
す
。
工

房
見
学
や
機
織
り
体
験
も
可

（
要
予
約
）。

農
民
美
術

　

上
田
ゆ
か
り
の
芸
術
家
・
山

本
鼎か
な
え

が
大
正
期
、
上
田
地
方
の

農
閑
期
の
農
民
の
副
業
の
た
め

に
指
導
し
て
始
ま
っ
た

木
彫
工
芸
で
す
。
記
念

品
、
土
産
品
と
し

て
人
気
が
あ
り
ま

す
。
木
彫
体
験
が
で

き
る
工
房
も
あ
り
ま
す
。

き
の
こ
・

ま
つ
た
け

　
年
間
を
通
じ
て
え
の
き
や
し
め

じ
な
ど
、
き
の
こ
類
生
産
が
盛
ん

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
季

節
に
な
る
と
直
売
所
な
ど
で
販
売

の
ほ
か
、
市
内
に
は
ま
つ
た
け
小

屋
も
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

味
美お

味い

だ
れ

焼
き
鳥

　

上
田
地
域
で
50
年
以
上
前
か

ら
親
し
ま
れ
、
近
年
「
美
味
（
お

い
）
だ
れ
焼
き
鳥
」
と
命
名
さ

れ
ま
し
た
。
す
り
お
ろ
し
ニ
ン

ニ
ク
が
入
っ
た
醤
油
ベ
ー
ス
の

た
れ
が
特
長
で
、
ク
セ
に
な
る

こ
と
ウ
ケ
ア
イ
。
各
店
そ
れ
ぞ

れ
に
こ
だ
わ
り
の
味
が
あ
る
の

で
食
べ
歩
き
も
楽
し
い
で
す
。

◀一木彫りの真田十勇士

ウグイの塩焼き

◀鳩の砂糖入れ
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DATA
 上田市別所温泉 
 0268-38-3510

　（別所温泉観光協会）

DATA
 上田市鹿教湯温泉 
 0268-44-2331

　（鹿教湯温泉旅館組合事務局）

DATA
 0268-22-3612（上田電鉄）

　
文
殊
菩
薩
が
鹿
に
化
身
し
て
猟

師
に
そ
の
場
所
を
教
え
た
と
い
う

い
わ
れ
を
も
つ
鹿
教
湯
は
、
江
戸

時
代
か
ら
の
湯
治
場
。
湯
端
通
り

は
夏
の
宵
に
は
ホ
タ
ル
狩
り
、
秋

に
は
紅
葉
狩
り
が
で
き
、
湯
上
が

り
の
散
歩
に
ぴ
っ
た
り
。
全
国
で

も
数
少
な
い
環
境
省
指
定
国
民
保

養
（
保
健
）
温
泉
地
で
す
。

上
田
電
鉄
別
所
線

さ
な
だ
ど
り
ー
む
号

　
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
志
半
ば

で
戦
没
し
た
画
学
生
た
ち
の
絵
画

や
彫
刻
な
ど
の
遺
作
や
、
イ
ー
ゼ

ル
な
ど
愛
用
品
、
書
簡
や
写
真
を

展
示
す
る
、
全
国
で
も
珍
し
い
慰

霊
美
術
館
で
す
。

美
ヶ
原
高
原

美
術
館

別
所
温
泉

　
美
ヶ
原
高
原
美
術
館
は
日
本

一
標
高
の
高
い
と
こ
ろ
に
あ
る

美
術
館
。
野
外
に
置
か
れ
た
立

体
ア
ー
ト
の
存
在
感
は
景
観
と

あ
い
ま
っ
て
格
別
で
す
。

　
別
所
線
は
鉄
道
フ
ァ
ン
に

人
気
の
ロ
ー
カ
ル
線
。
真
田

幸
村
の
赤
備
え
を
イ
メ
ー
ジ

し
、
六
文
銭
な
ど
が
デ
ザ
イ

ン
さ
れ
た
６
０
０
０
系
が
上

田
駅
か
ら
信
州
の
鎌
倉
・
塩

田
平
を
通
っ
て
、
山
あ
い
に

広
が
る
静
か
な
温
泉
町
・
別

所
温
泉
駅
ま
で
走
り
ま
す
。

　
厄
除
け
で
知
ら
れ
る
北
向
観
音

や
国
宝
・
重
文
を
も
つ
お
寺
が
点

在
す
る
い
で
湯
の
里
。
そ
の
昔
は

「
七
久
里
」
の
湯
と
呼
ば
れ
た
信
州

最
古
と
い
わ
れ
る
温
泉
で
す
。
各

旅
館
の
内
湯
の
ほ
か
に
、
３
つ
の

外
湯（
真
田
幸
村
の
隠
し
湯「
石
湯
」

な
ど
）
が
あ
り
、
日
帰
り
温
泉
や
、

足
湯
も
楽
し
め
ま
す
。

名
湯
。

DATA
 上田市武石上本入

　 美ヶ原高原
 0268-86-2331 

   （冬期:12〜3月   
    0268-85-2111）

鹿か

教け

湯ゆ

温
泉

文
化
。

幸
上
田
市
に

あ
り！！

サ
ン
ト

ミ
ュ
ー
ゼ

DATA
 上田市天神3-15-15
 0268-27-2000

　

コ
ン
サ
ー
ト
や
演
劇
が
上
演

さ
れ
る
交
流
文
化
芸
術
セ
ン

タ
ー
と
、
多
彩
な
美
術
作
品
を
展

示
す
る
市
立
美
術
館
が
併
設
。
文

化
の
薫
る
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点

と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。

無む

言ご

ん

館か

ん

DATA
 上田市古安曽3462 
 0268-37-1650
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自分で作った米でお酒を造りたい
、と稲倉棚田（「日本の棚田

百選」）の田植え・稲刈りもさせて
もらっています。

上田紬を着て城下町・上田を
観光しませんか
　日本三大紬に数えられる上田

紬は、

着易くて粋で街着にぴったり。私
も日

本酒品評会などで上京する時に上
田紬

を着ていくんですよ。柳町近くに
ある

呉服屋さんがきもの一式レンタル
して

くれますので手ぶらでどうぞ。男
性用

のきものもあります。着物姿で城
下町

情緒を楽しめば、気分もいちだん
と盛

り上がります。

そっと
教えます。私私ののおすすめおすすめポイントポイント

情
緒
。

北
国
街
道
の
風
情
を

今
に
伝
え
る
柳
町
界
隈

杜
氏 岡

崎 

美
都
里
さ
ん

〝
真
田
〟
の
時
代
か
ら 

の
造
り
酒
屋

　
日
本
酒
は
原
料
の
８
割
が
水
、
２
割

が
お
米
‥
‥
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
、

山
々
か
ら
清
い
水
系
が
発
す
る
上
田

地
域
は
仕
込
み
期
の
気
温
も
低
く
、
ま

さ
に
酒
造
り
の
条
件
が
か
な
っ
た
と

こ
ろ
な
ん
で
す
。

　

北
国
街
道
の
宿
場
町
・
柳
町
で

３
５
０
年
、
造
り
酒
屋
を
営
ん
で
き
た

我
が
家
は
娘
の
私
が
杜
氏
、
埼
玉
県
川

越
市
か
ら
婿
に
来
た
主
人
が
12
代
目

と
な
り
ま
す
。
当
蔵
の
主
銘
柄
「
信
州

亀
齢
」
は
現
在
県
外
の
方
々
に
も
多
く

知
っ
て
い
た
だ
け
る
銘
柄
と
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
原
料
の
酒
米
づ
く
り
の

一
部
に
、
稲
蔵
の
棚
田
（
日
本
の
棚
田

百
選
）
に
お
い
て
酒
米
オ
ー
ナ
ー
制
度

を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

フ
ル
ー
テ
ィ
な
お
酒
は
若
い
女
性

を
は
じ
め
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
日
本
酒

を
飲
ま
な
か
っ
た
方
た
ち
か
ら
も
好

評
で
す
。

　

上
田
周
辺
は
温
泉
も
多
い
で
す
か

ら
、
ぜ
ひ
泊
ま
っ
て
い
た
だ
き
、
上
田

な
ら
で
は
の
美
味
、
千
曲
川
の
川
魚
や

マ
ツ
タ
ケ
、
そ
ば
、
新
鮮
な
果
物
・
野

菜
な
ど
を
上
田
の
地
酒
で
味
わ
っ
て

い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

　

造
り
酒
屋
の
数
で
す
か
？
上
田
地

域
に
六
軒
あ
り
ま
す
。
酒
蔵
め
ぐ
り
の

旅
も
お
す
す
め
で
す
よ
。

柳
町

　
う
だ
つ
が
上
が
る
造
り
酒

屋
や
格
子
戸
の
古
道
具
屋
、

飲
食
店
が
軒
を
連
ね
、
北
国

街
道
が
賑
わ
っ
た
時
代
を
今

に
伝
え
て
い
ま
す
。
明
治

十
四
年
、
山
の
麓
か
ら
湧
水

を
引
い
て
上
田
市
に
初
め
て

の
水
道
と
し
て
市
民
を
潤
し

た
「
保ほ

命め
い
水す
い
」
が
今
も
コ
ン

コ
ン
と
水
を
湛
え
て
い
ま
す
。

安
楽
寺

　
信
州
最
古
の
禅
寺
。
境
内
の

奥
に
た
た
ず
む
塔
は
日
本
唯
一

の
木
造
八
角
三
重
塔
（
国
宝
）。

中
国
宋
時
代
の
禅
宗
様
と
い
う

建
築
様
式
で
、
一
番
下
の
屋
根

は
裳も
こ
し階
と
呼
ば
れ
、
ひ
さ
し
に

あ
た
り
ま
す
。

前ぜ

ん

山さ

ん

寺

　

弘
法
大
師
が
開
い
た
名
刹
。

二
層
と
三
層
目
に
縁
と
勾こ
う

欄ら
ん
が

な
い
た
め
「
未
完
成
の
完
成
塔
」

と
い
わ
れ
る
美
し
い
三
重
塔（
国

の
重
文
）
が
あ
り
、
境
内
は
季

節
ご
と
に
花
が
咲
き
、
特
に
桜

や
藤
の
こ
ろ
の
塔
と
と
も
に
見

る
美
し
さ
は
心
に
残
り
ま
す
。

DATA
 0268-23-5408

　（上田市観光課）

DATA
 上田市別所温泉2361 
 0268-38-2062

DATA
 上田市前山300 
 0268-38-2855 

昔ながらの風格を残
している酒蔵

12  



DATA
 東御市湯の丸高原
 0268-62-4333

　（湯の丸高原ビジターセンター）

DATA
 東御市湯の丸高原
 0268-62-4333

　（湯の丸高原ビジターセンター）

DATA
 0268-62-7701

　（東御市観光情報ステーション）

五
郎
の
滝

東御市

幸
東
御
市
に

絶
品
。

あ
り！！

人
と
自
然
が
織
り
な
す　

し
あ
わ
せ
交
流
都
市

湯
の
丸
高
原
や
池
の
平
湿
原
の
自
然
、
北
国
街
道
海
野
宿
を
有
す
る
〝
と
う
み
〟。

そ
の
気
候
風
土
か
ら
個
性
的
な
ワ
イ
ン
や
地
ビ
ー
ル
が
生
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
一
の
生
産
量
を
誇
る
く
る
み
を
つ
ま
み
な
が
ら
味
わ
っ
て
み
る
の
は
、

い
か
が
で
す
か
？

　
東
御
市
の
南
斜
面
地
は
以
前
か

ら
糖
度
の
高
い
巨
峰
生
産
が
盛
ん

で
し
た
。
最
近
は
、
ワ
イ
ン
用
ぶ

ど
う
に
つ
い
て
も
高
品
質
が
期
待

さ
れ
、
栽
培
か
ら
醸
造
販
売
ま
で

一
貫
し
て
手
掛
け
る
ワ
イ
ナ
リ
ー

が
次
々
誕
生
し
て
い
ま
す
。

　
日
照
量
が
多
く
、
雨
が
少
な
い

東
御
市
の
果
物
は
甘
さ
が
強
く
、

ジ
ュ
ー
シ
ー
さ
が
自
慢
で
す
。
巨

峰
を
は
じ
め
、
シ
ャ
イ
ン
マ
ス

カ
ッ
ト
な
ど
多
く
の
生
食
用
品
種

が
栽
培
さ
れ
て
い
ま
す
。

ワ
イ
ン

く
る
み

ぶ
ど
う

池
の
平
湿
原

湯
の
丸
高
原

　
東
御
市
は
全
国
一の
く
る
み
産
地
。

東
御
市
発
祥
の
「
シ
ナ
ノ
ク
ル
ミ
」

は
風
味
豊
か
で
濃
厚
な
味
わ
い
で

す
。
お
土
産
屋
さ
ん
や
農
産
物
販

売
所
で
ご
購
入
い
た
だ
け
ま
す
。

　

浅
間
連
峰
の
西
側
に
あ
る
高

原
。「
花
高
原
」と
し
て
親
し
ま
れ
、

初
夏
に
は
60
万
株
の
レ
ン
ゲ
ツ

ツ
ジ
（
国
の
天
然
記
念
物
指
定
）、

続
い
て
ア
ヤ
メ
の
大
群
生
が
開
花

し
、
と
て
も
見
事
で
す
。
周
辺
の

山
々
は
比
較
的
登
り
易
く
、
初
心

者
に
も
人
気
で
す
。

　
湯
の
丸
高
原
に
行
く
途
中
の
渓

谷
に
あ
る
滝
で
、
落
差
は
10
ｍ
程
。

苔
む
す
岩
と
水
し
ぶ
き
の
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
に
、
し
ば
し
心
が
奪
わ
れ

ま
す
。
ま
た
、
湯
の
丸
高
原
地
蔵

峠
は
分
水
嶺
で
も
あ
り
ま
す
。

　
標
高
２
０
０
０
ｍ
の
高
原
に
広

が
る
高
層
湿
原
。
コ
マ
ク
サ
、
ア

ヤ
メ
な
ど
多
種
の
高
山
植
物
を
観

察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
い
く

つ
も
の
コ
ー
ス
に
分
か
れ
た
遊
歩

道
が
あ
る
の
で
、
体
力
と
時
間
に

相
談
を
し
て
か
ら
ス
タ
ー
ト
を
！

壮
観
。
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海野宿の風土を知るなら、
海野宿資料館へ
　江戸時代の旅籠屋造りが､明

治期に蚕

室造りに改造された海野宿独特
の形式を

残している建物です。館内には
周辺で発

掘された奈良時代の遺物や街道
資料、伝

馬の名残の厩（うまや）など見
どころ多

数。間口に比べて奥行きが深い
ところも

面白いですよ。

DATA
 東御市本海野1098（12/21～2月末日まで休館）

 0268-64-1000

私私ののおすすめおすすめポイントポイント

ま
た
来
た
く
な
る
海
野
宿

こ
の
風
情
は
ど
こ
か
ら
来
る
の
だ
ろ
う
。

海
野
宿
観
光
ガ
イ
ド 

宮
下 

知
茂
さ
ん

海
野
宿
は
１
日
に
し
て

な
ら
ず
⁉

　
海
野
宿
を
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。
こ

の
道
は
江
戸
時
代
の
旅
籠
屋
造
り
と
明

治
以
降
の
蚕
室
造
り
が
調
和
し
て
い
る

と
し
て
「
日
本
の
道
百
選
」
制
度
の
ス

タ
ー
ト
年
（
１
９
８
６
年
）
に
、
翌
年

に
は
「
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地

区
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
瓦
・
白
壁
の

う
だ
つ
や
格
子
の
建
物
、
旅
人
や
馬
の

足
を
洗
っ
た
り
生
活
用
水
と
し
て
使
わ

れ
た
堰
、
柳
の
緑
が
続
く
た
た
ず
ま
い

は
、
江
戸
も
明
治
も
現
代
も
、
い
つ
の

時
代
の
人
の
心
も
ほ
っ
と
さ
せ
て
く
れ

る
風
景
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
海
野
宿
は
伝で

ん
馬ま

を
主
な
仕
事
と
し
て

始
ま
っ
た
宿
場
で
す
が
、
古
の
東
御
市

に
は
朝
廷
の
馬
を
育
て
る
〝
御み

牧ま
き

〟
が

あ
り
、
馬
の
扱
い
に
秀
で
た
者
が
豪
族

と
な
り
、
東
信
濃
を
治
め
た
の
が
海
野

氏
、
そ
し
て
真
田
氏
で
し
た
。
海
野
郷

で
は
六ろ

く

斎さ
い

市い
ち
が
開
か
れ
、
江
戸
時
代
に

北
国
街
道
が
制
定
さ
れ
た
際
に
宿
場
に

な
っ
た
の
で
す
。

　
宿
場
内
に
は
参
勤
交
代
の
加
賀
の

お
殿
様
に
ま
つ
わ
る
逸
話
が
残
る

「
媒
な
か
だ
ち

地
蔵
尊
」
や
男
女
が
仲
良
く
寄
り

添
う
道
祖
神
な
ど
の
、
縁
結
び
ス
ポ
ッ

ト
も
あ
る
ん
で
す
よ
。

　
見
歩
い
て
疲
れ
た
ら
、
出だ

し

梁ば
り

造
り
の

カ
フ
ェ
や
海
野
格
子
の
お
蕎そ

　
ば麦
屋
さ
ん

で
ひ
と
休
み
は
い
か
が
で
す
か
？　
名

産
の
く
る
み
お
は
ぎ
や
お
蕎そ

　
ば麦
、
あ
る

い
は
コ
ー
ヒ
ー
を
味
わ
い
な
が
ら
、
地

元
の
人
と
話
し
た
り
、
格
子
越
し
に
外

の
風
景
を
眺
め
れ
ば
、
気
分
は
江
戸
時

代
の
旅
人
！
き
っ
と
心
に
残
る
旅
に
な

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

海う

ん

野の

宿じ
ゅ
く

　
中
世
か
ら
海
野
氏
の
拠
点

と
し
て
栄
え
た
集
落
が
江
戸

時
代
に
北
国
街
道
の
宿
駅
と

な
り
ま
し
た
。
海
野
格
子
や

出だ
し

梁ば
り

な
ど
の
旅
籠
屋
造
り
と
、

明
治
以
降
に
養
蚕
で
栄
え
て

造
ら
れ
た
う
だ
つ
等
の
建
築

が
、
調
和
し
た
独
特
の
雰
囲

気
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。

DATA
 東御市本海野
 0268-62-7701

　（東御市観光情報ステーション）

DATA
 東御市本海野1013
 0268-71-7552

DATA
 東御市本海野855-1（12/21〜2月

末日まで休館）　  0268-62-1207

う
ん
の
わ

　
海
野
宿
の
蚕
室
や
蔵
な
ど

が
カ
フ
ェ
・
レ
ス
ト
ラ
ン
・

宿
泊
施
設
と
し
て
情
緒
あ
る

空
間
に
再
生
さ
れ
ま
し
た
。

街
の
喧
騒
か
ら
離
れ
て
、
こ

こ
で
し
か
味
わ
う
こ
と
の
で

き
な
い
時
間
を
過
ご
し
て
み

て
は
い
か
が
で
す
か
。

情
緒
。

そっと
教えます。

袖（そで）うだつ 出梁（だしばり）

　
日
本
各
地
か
ら
集
め
ら
れ
た
郷

土
玩
具
を
海
野
宿
の
古
民
家
で
展

示
。
昔
の
人
が
木
や
紙
を
駆
使
し

て
作
っ
た
か
た
ち
や
色
に
は
、
家

内
安
全
の
祈
り
や
子
の
無
事
な
成

長
へ
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
見
て
い
る
と
時
間
を
忘
れ
て

し
ま
い
そ
う
な
空
間
で
す
。

海
野
宿
玩
具
館
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体
験
。

DATA
 青木村沓掛1267-イ
 0268-49-2923

青木村

幸
青
木
村
に

あ
り！！

名
刹
と
い
で
湯
の
郷
を

の
ん
び
り
散
策

古
く
か
ら
東
山
道
が
通
じ
、
都
よ
り
も
た
ら
さ
れ
た
仏
教
思
想
は
一
度
見
た
ら
忘
れ
ら
れ
な
い

美
し
い
塔
を
生
み
出
し
ま
し
た
。
二
つ
の
温
泉
も
千
年
以
上
の
歴
史
を
も
つ
と
い
う
山
里

〝
あ
お
き
〟
に
は
、
の
ん
び
り
・
ゆ
っ
た
り
が
似
合
い
ま
す
。

　
か
つ
て
の
東
山
道
沿
い
、
保
福

寺
峠
の
登
り
口
（
越
戸
）
に
あ
る

神
社
。
都
の
文
化
の
影
響
を
受
け

た
地
元
の
人
が
風
情
あ
る
字
を
あ

て
た
と
推
測
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の

名
か
ら
、
恋
を
橋
渡
し
す
る
神
社

と
し
て
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

恋こ

い

渡ど

　
神
社

パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
パ
ー
ク

青
木

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
パ
ー
ク

あ
お
き

子こ

ま

ゆ

み

檀
嶺

神
社

　

地
元
で
は
、
霊
山
と
あ
が
め
ら

れ
て
い
る
子
檀
嶺
岳
の
山
頂
に
奥

社
を
持
つ
神
社
で
す
。「
子こ

檀ま

」
と

は
、
駒
を
祀
る
牧
場
の
守
護
神
の

こ
と
で
、
そ
の
昔
、
馬
の
産
地
と
し

て
有
名
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
都

に
も
そ
の
名
が
知
ら
れ
る
大
事
な

神
社
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

境
内
に
あ
る
神
楽
殿
か
ら
は
、
青

木
村
を
一
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。日

吉
神
社

　
平
安
時
代
か
ら
浦
野
庄
と
呼
ば

れ
、
比
叡
山
の
名
社
・
日
吉
（
ひ

え
）
神
社
の
社
領
だ
っ
た
こ
と
か

ら
、
室
町
時
代
に
こ
の
地
に
つ
く

ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
県

宝
本
殿
の
「
五
間
社
流
れ
造
り
」

は
規
模
の
大
き
さ
で
県
下
に
類
を

見
ま
せ
ん
。

　
渓
流
釣
り
・
釣
り
堀
・
大
ロ
ー

ラ
ー
滑
り
台・マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ・

フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
な
ど

を
６
万
㎡
を
超
え
る
自
然
豊
か
な

場
所
で
楽
し
め
ま
す
。
川
魚
の
塩

焼
き
、
焼
き
肉
な
ど
も
味
わ
え
る

「
お
食
事
処
み
や
ぶ
ち
」
も
併
設

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
手
軽
な
体
験
コ
ー
ス
か
ら
本
格

的
な
ラ
イ
セ
ン
ス
取
得
ま
で
利
用

で
き
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
す
。
安

全
に
楽
し
く
、
楽
し
め
る
よ
う
常

駐
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
が
指
導

し
て
い
ま
す
。
美
し
い
山
々
に
囲

ま
れ
た
青
木
村
の
空
を
遊
ん
で
く

だ
さ
い
。

DATA
 青木村殿戸 
 0268-49-2224（青木村教育委員会）

DATA
 青木村田沢 
 0268-49-0111（青木村観光協会）

DATA
 青木村奈良本 
 0268-49-0111

　（青木村観光協会）

パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト

癒
し
。

DATA
 青木村田沢293-5 
 0268-49-3887 
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「見返り漬け」は、お茶うけに最適です。

　青木村のお土産には、まろやか
な甘みを表す“甘もっくら”という

方言が

ぴったりの梅漬け「見返り漬け」が
おすすめです。

私私ののおすすめおすすめポイントポイント

急
が
ず
に
、
美
し
い
塔
と
山
村
が

織
り
な
す
景
色
を
眺
め
て
ほ
し
い
。

大
法
寺
住
職 

松
本 

健
淳
さ
ん

誰
も
が
振
り
返
る 

見
返
り
の
塔

　
当
寺
の
縁
起
は
古
く
、
日
本
最
古
の

官
道
「
東
山
道
」
に
置
か
れ
た
浦
野
駅

の
駅
寺
と
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。
奈
良

時
代
の
大
宝
年
間
の
創
建
と
さ
れ
、
初

め
は
年
号
を
と
っ
て
大
宝
寺
と
号
し
、

現
在
は
、
大
法
寺
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
堂
の
裏
手
に
は
大
阪
・
四
天
王
寺

の
宮
大
工
が
手
掛
け
た
国
宝
の
三
重
塔

が
佇た

た
ずみ
、
正
慶
二
年
（
１
３
３
３
）
の

建
立
よ
り
７
０
０
年
近
く
に
わ
た
り

変
わ
ら
ぬ
姿
を
守
っ
て
い
ま
す
。
東

山
道
を
通
う
旅
人
た
ち
も
、
み
な
塔

の
美
し
さ
に
惹
か
れ
、
振
り
向
き
な

が
ら
眺
め
た
の
で
し
ょ
う
。
古
く
か

ら
「
見
返
り
の
塔
」
と
い
う
名
で
呼
び

習
わ
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
平
成
二
十
六

年
（
２
０
１
４
）
夏
に
屋
根
の
檜
皮
を

葺
き
替
え
た
ば
か
り
で
、
今
は
特
別
に

う
ぶ
い
趣
き
を
見
せ
て
い
ま
す
。
寺
院

の
塔
は
本
来
、
仏
舎
利
を
奉
る
た
め
の

も
の
。
で
す
か
ら
、
私
は
よ
く
「
塔
は

見
る
も
の
で
は
な
く
拝
む
も
の
」
と
お

話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
れ
で

も
内
心
で
は
、
こ
の
塔
は
や
は
り
日
本

で
い
ち
ば
ん
美
し
い
三
重
塔
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
と
く
に
塔
後
方
の
高
台
に

立
ち
、
三
重
塔
と
そ
の
下
に
広
が
る
田

園
風
景
を
一
望
す
る
景
色
は
格
別
で
す
。

青
木
村
は
、
四
季
折
々
の
自
然
が
美
し

い
山
間
の
静
か
な
村
で
す
。
足
を
お
運

び
の
際
は
日
常
の
慌
た
だ
し
い
時
間
を

ひ
と
と
き
忘
れ
、
ゆ
っ
く
り
思
い
思
い

の
旅
を
過
ご
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

ま
す
。

田
沢
温
泉

　
飛
鳥
時
代
後
半
の
開
湯
と

い
わ
れ
、
昔
か
ら
子
宝
の
湯

と
し
て
、
ま
た
乳
の
出
が
よ

く
な
る
温
泉
と
し
て
知
ら
れ

る
田
沢
温
泉
。
十じ

ゅ
っ観か
ん山ざ
んの

山

あ
い
に
あ
り
、
湯
川
に
沿
っ

て
風
情
あ
る
温
泉
宿
が
軒
を

連
ね
ま
す
。
掛
け
流
し
の
外

湯
「
有う

乳ち

湯ゆ

」
の
ご
利
用
も

ど
う
ぞ
。

DATA
 青木村田沢 
 0268-49-0111（青木村観光協会）

DATA
大法寺

 青木村当郷
 0268-49-2256 

DATA
 青木村沓掛 
 0268-49-0111

　（青木村観光協会）

　
開
湯
は
平
安
時
代
と
い
う

歴
史
あ
る
温
泉
。
秘
湯
と
呼

ぶ
に
ふ
さ
わ
し
く
、
の
ど
か

な
山
里
の
湯
治
場
の
雰
囲
気

を
残
し
、掛
け
流
し
の
外
湯・

小
倉
乃
湯
も
利
用
で
き
ま
す
。

弘
法
大
師
の
伝
説
が
残
る
湯

尻
に
自
生
し
て
い
る
野
生
の

サ
ト
イ
モ
「
石
芋
」
は
、
天

然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

名
湯
。

DATA
道の駅あおき農産物直売所

 0268-49-0333

そっと
教えます。

沓く
つ

掛か
け

温
泉

「国宝大法寺三重塔」真田幸村公ゆかりの茶釜

青木村に嫁いだ姉を訪ねて

きた真田信繁（幸村）をもて

なす際に使われたと伝わる

茶釜。現在は青木村郷土美

術館に展示されています。

日本最古の木彫の鯱
観音堂内には日本最
古といわれる木彫の
鯱を施した厨子を安
置。
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DATA
 0268-68-0006

　（信州・長和町観光協会）

DATA
 0268-68-0006

　（信州・長和町観光協会）

DATA
 長和町大門3539-2 
 0267-55-6969

DATA
 長和町大門3670-3
 0268-41-8050

黒耀石などの天然石を加工して
ペンダントを作りませんか？矢
じり作り体験もできます。

長和町

幸
長
和
町
に

あ
り！！

中
央
分
水
嶺
が
走
る
ま
ち
は

黒
耀
石
の
ふ
る
さ
と

日
本
遺
産
認
定

矢
じ
り
な
ど
に
使
わ
れ
た
耀
く
黒
い
石
を
星
糞
と
呼
ん
だ

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
古
代
の
人
々
。
そ
の
末
裔
た
ち
が
住
む
〝
な
が
わ
〟
に
は

中
央
分
水
嶺
が
走
り
、
街
道
文
化
の
薫
る
ま
ち
で
も
あ
り
ま
す
。

　

日
本
百
名
山
の
一
つ
標
高

２
０
０
０
ｍ
の
雄
大
な
美
ヶ
原
高

原
の
て
っ
ぺ
ん
に
立
つ
塔
。
平
坦

な
高
原
で
も
霧
が
発
生
す
る
と
危

険
な
た
め
、
鐘
を
鳴
ら
し
て
登
山

者
の
安
全
を
見
守
っ
て
き
た
美
ヶ

原
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
で
す
。

星
空

ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

中
央
分
水
嶺

ト
レ
イ
ル

美
ヶ
原

美
し
の
塔

長
門
牧
場

　

美
ヶ
原
高
原
は
、
日
本
有
数

の
星
空
鑑
賞
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て

高
い
人
気
を
誇
り
ま
す
。
標
高

２
０
０
０
ｍ
の
澄
ん
だ
空
気
の
中

で
眺
め
る
満
天
の
星
空
は
、
思
わ

ず
息
を
の
む
ほ
ど
の
美
し
さ
。
高

原
特
有
の
冷
え
込
み
に
備
え
て
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
長
門
牧
場
か
ら
日
本
百
名
山
の

一
つ
美
ヶ
原
高
原
へ
と
つ
な
が
る

全
長
約
38
㎞
の
ト
レ
イ
ル
コ
ー
ス

が
あ
り
ま
す
。
初
心
者
か
ら
、
登

山
愛
好
家
ま
で
四
季
折
々
の
景
色

を
楽
し
み
な
が
ら
歩
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。
毎
年
、
こ
の
コ
ー
ス
を

５
回
に
分
け
て
踏
破
す
る
ト
レ
イ

ル
ツ
ア
ー
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
蓼
科
山
の
麓
、
標
高
１
４
０
０
ｍ

の
高
原
に
あ
る
牧
場
。
２
１
１ 

ha

（
東
京
ド
ー
ム
45
個
分
）
の
広
大

な
草
地
で
乳
牛
が
の
び
の
び
育
っ

て
い
ま
す
。
乗
馬
体
験
や
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
作
り
、
冬
に
は
ス
ノ
ー

シ
ュ
ー
も
で
き
ま
す
。

体
験
。

長門牧場アイスクリーム
絞りたて牛乳を使ったアイ
スクリーム、濃厚なソフトク
リームや乳製品が人気です。

壮
観
。

DATA
 長和町美ヶ原高原 
 0268-68-0006（信州・長和町観光協会）

　
３
万
年
前
ご
ろ
の
旧
石
器
時
代

か
ら
縄
文
時
代
に
か
け
て
、
人
々

は
石
器
の
材
料
で
あ
る
黒
耀
石
を

求
め
て
、
星
糞
峠
や
和
田
峠
の
あ

る
こ
の
地
へ
や
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
黒
耀
石
の
原
産
地
で

発
見
さ
れ
た
遺
跡
の
様
子
を
見
る

こ
と
の
ほ
か
に
、
黒
耀
石
を
使
っ

た
石
器
づ
く
り
な
ど
の
体
験
が
で

き
ま
す
。

黒
耀
石
体
験

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
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歩
い
て
触
れ
て
江
戸
の
時
代
へ

ワ
ー
プ
し
ま
せ
ん
か
？

長
和
町
教
育
委
員
会

勝
見 

譲
さ
ん

幸
村
の
娘
が
嫁
い
だ
本
陣

が
今
も
残
る
長
久
保
宿

　

長
和
町
に
は
旧
中
山
道
の
和
田
宿

と
長
久
保
宿
と
い
う
二
つ
の
宿
場
が
あ

り
ま
す
。
二
つ
の
宿
場
は
和
田
峠
（
京

都
側
）、
笠
取
峠
（
江
戸
側
）
に
挟
ま

れ
て
い
ま
す
か
ら
、
ど
ち
ら
方
面
か
ら

来
て
も
一
息
入
れ
た
く
な
る
場
所
。
今

私
が
い
る
長
久
保
宿
は
大
門
道
・
北
国

街
道
へ
の
分
岐
点
で
も
あ
り
ま
し
た
か

ら
旅
籠
が
た
く
さ
ん
軒
を
連
ね
て
い
た

ん
で
す
よ
。

　
問
屋
の
鬼
瓦
に
六
文
銭
が
見
ら
れ
る

よ
う
に
戦
国
時
代
末
か
ら
江
戸
時
代
初

期
に
は
真
田
氏
が
こ
の
あ
た
り
を
治
め

て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
関
係
か
ら
、

真
田
信
繁
（
幸
村
）
の
娘
・
す
へ
さ
ん

が
本
陣
・
石
合
家
に
嫁
い
で
い
る
ん
で

す
。
信
繁
が
大
坂
城
の
陣
中
か
ら
娘
の

今
後
を
案
じ
、
す
へ
さ
ん
の
夫
に
宛
て

た
手
紙
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
本
陣
に
は

中
山
道
最
古
の
建
物
と
い
う「
御
殿（
大

名
な
ど
の
賓
客
が
使
用
し
た
座
敷
棟
）」

が
現
存
し
て
い
ま
す
。

　
今
か
ら
ほ
ん
の
百
数
十
年
前
ま
で
、

人
は
自
分
の
足
だ
け
を
頼
り
に
移
動
し

て
い
ま
し
た
。
昔
の
人
の
気
持
ち
に

な
っ
て
長
和
町
の
中
山
道
を
歩
い
て
み

ま
せ
ん
か
。
歩
き
疲
れ
た
こ
ろ
に
あ
る

「
笠
取
峠
一
里
塚
」「
立
場
茶
屋
」
で
休

み
、「
も
う
ひ
と
踏
ん
張
り
す
れ
ば
今

夜
泊
ま
る
長
久
保
宿
で
す
ね
」
な
ど
出

会
っ
た
旅
人
同
士
の
話
も
生
ま
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
中
山
道
を
少
し
の
区
間

ず
つ
歩
い
て
全
路
踏
破
を
め
ざ
す
の
も

お
す
す
め
で
す
よ
。

和
田
宿

本
陣

　
中
山
道
の
最
高
地
点
に
し

て
難
所
の
和
田
峠
を
控
え
る

う
え
、
隣
の
下
諏
訪
宿
ま
で

距
離
が
あ
っ
た
た
め
逗と

う
り
ゅ
う留
す

る
諸
大
名
や
旅
人
が
多
く
、

皇
女
和
宮
も
宿
泊
し
ま
し
た
。

本
陣
の
置
石
が
の
る
栗く

り

板い
た

葺ぶ

き
屋
根
は
日
本
一
の
規
模
と

推
定
さ
れ
必
見
で
す
。

DATA
 長和町和田2854-1
 0268-88-2348

DATA
 長和町長久保 
 0268-88-0030（長和の里歴史館）

DATA
 長和町和田接待
 0268-88-0030（長和の里歴史館）

長
久
保
宿

　
当
初
の
宿
場
町
が
依
田
川

の
大
洪
水
で
流
失
し
た
た
め
、

段
丘
上
の
現
在
の
場
所
に
移

り
、
宿
場
が
賑
わ
う
に
つ
れ

規
模
が
拡
大
し
、
中
山
道
信

濃
26
宿
の
中
で
は
塩
尻
宿
に

次
ぐ
旅
籠
数
を
誇
り
ま
し
た
。

本
う
だ
つ
や
、
宿
場
と
し
て

は
珍
し
い
Ｌ
字
型
の
町
並
み

に
も
注
目
。

永
代
人
馬

施
行
所

　

中
山
道
の
難
所
・
和
田
峠

を
越
え
る
旅
人
に
粥
・
焚
き
火

（
11
～
３
月
）、
牛
馬
に
は
桶
一

杯
の
煮
麦
（
年
中
）
が
こ
の

場
所
で
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

江
戸
の
呉
服
商
か
せ
や
与
兵

衛
が
千
両
を
幕
府
に
寄
付
し
、

そ
の
利
子
50
両
が
下
付
さ
れ

設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。

情
緒
。

中
山
道

中
山
道

一福処濱屋（長久保宿歴史資料館）で宿場文化にふれてみよう。

　旅籠建築の一福処濱屋の１階が
お休み処として、2階が中山道や

長久保宿に関

連する歴史や民俗資料展示スペ
ースとして公開されていますの

で、ゆっくり当

時の雰囲気を味わってください
。旅籠

や商家で使われていた道具、宿
場札、

長久保甚句などをご覧になれ
ば、ま

すます街道への興味が深まるこ
とで

しょう。

私私ののおすすめおすすめポイントポイント
そっと
教えます。

DATA
月曜および12/1～3/31まで休館

 0268-88-0030（長和の里歴史館）
歌川広重作「木曽海道六拾九次之

内長久保」
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タ
チ
ア
カ
ネ
は
、
長
野
県
オ
リ

ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
の
そ
ば
品
種
で
、

青
木
村
で
唯
一
産
地
化
。
爽
や
か

な
香
り
と
、
口
に
含
む
と
ほ
の
か
に

立
ち
上
が
る
甘
み
が
持
ち
味
で
す
。

　
名
前
は
、
茎
が
丈
夫
で
倒
れ
に

く
い
特
性
か
ら
「
タ
チ
」
と
そ
ば

の
白
い
花
が
実
に
な
る
と
茜
色
に

な
る
「
ア
カ
ネ
」
か
ら
名
付
け
ら

れ
た
も
の
。

　
９
月
中
旬
頃
は
、
白
い
花
と
赤

い
実
が
染
め
る
美
し
い
そ
ば
畑
の

風
景
も
見
も
の
で
す
。

［
青
木
村
］

［
長
和
町
］

信
濃
霧
山

ダ
ッ
タ
ン
そ
ば

　
長
和
町
産
の
「
信
濃
霧
山
ダ
ッ

タ
ン
そ
ば
」
は
、
高
い
成
分
を
保

持
し
な
が
ら
苦
味
の
ほ
と
ん
ど
無

い
ダ
ッ
タ
ン
そ
ば
で
す
。
農
薬
・

肥
料
を
使
わ
ず
、
自
然
農
法
で
丁

寧
に
栽
培
さ
れ
た
「
信
濃
霧
山

ダ
ッ
タ
ン
そ
ば
」
は
普
通
の
そ
ば

の
1
2
0
倍
以
上
の
ル
チ
ン
（
そ

ば
ポ
リ
フェノ
ー
ル
）
を
含
み
ま
す
。

豊
か
な
栄
養
成
分
が
魅
力
で
す
。

※
出
典
：
長
野
県
木
曽
郡
大
桑
村
須
原
に
あ
る
定
勝
寺
の
天
正
二
年
（
１
５
７
４
）
の
寄
進
記
録
。

上
田
地
域
で

本
場
の
そ
ば
を

       

召
し
上
が
れ
!!

タ
チ
ア
カ
ネ

長
野
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
ド
そ
ば

戌い
ぬ

立だ
て

高こ
う

原げ
ん

そ
ば

こんな個性派そばも発見！

冷
涼
な
気
候
を
好
む
そ
ば
に
と
っ
て
、
昼
夜
の
寒
暖
差
が
大
き
な
信
州
の
高
原

地
帯
は
最
適
の
栽
培
地
。
と
く
に
朝
霧
が
立
っ
て
霜
が
お
り
に
く
い
地
域
で
育

つ
そ
ば
は
「
霧
下
そ
ば
」
と
呼
ば
れ
、ひ
と
き
わ
風
味
が
よ
い
と
い
わ
れ
ま
す
。

天
正
年
間
の
記
録
（
※
）
を
紐
解
け
ば「
振
舞
ソ
ハ
キ
リ
」の
く
だ
り
が
確
認
で
き
、

お
そ
ら
く
同
時
代
に
活
躍
し
た
真
田
信
繁
（
幸
村
）
も
地
元
・
上
田
地
域
の
そ

ば
に
舌
鼓
を
打
っ
た
も
の
と
想
像
さ
れ
ま
す
。
信
州
・
上
田
地
域
に
お
越
し
の

際
は
、
ぜ
ひ
当
地
域
こ
だ
わ
り
の
そ
ば
の
数
々
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。
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信州そばーむ	

［青木村］
青木村産タチアカネのそば粉を使って
焼き上げたバームクーヘン。上品な甘さ
と、しっとり優しい口あたりが人気です。
x0268-49-0604（クロスロードあおき）

花そばクッキー 
［長和町］
長和町産のダッタンそばを使用した無
添加クッキー。サクサクの食感と、香ば
しいそばの風味が楽しめます。

x0268-68-4232（信濃霧山ダッタンそば）

　
上
田
地
域
に
は
、
そ
ば
打
ち
が
体

験
で
き
る
施
設
が
い
っ
ぱ
い
。

旅
す
る
途
中
で
、
お
い
し
い
そ
ば
の

打
ち
方
が
気
軽
に
覚
え
ら
れ
ま
す
。

自
分
で
作
る
打
ち
立
て
の
そ
ば
は
、

ど
ん
な
名
店
で
も
味
わ
え
な
い
格
別

な
味
わ
い
で
す
。

め
ざ
せ
！
そ
ば
打
ち
名
人 

そ
ば
打
ち
体
験

ゆきむら夢工房
x0268-72-2204

塩田の里交流館（とっこ館）
x0268-39-7250

道の駅あおき（体験館）
x0268-49-0333

そば
打ち
体験

※要
予約

　
山
に
紅
葉
が
映
え
る
11
月
頃
は
、

そ
ば
好
き
が
待
ち
に
待
っ
た
新
そ

ば
の
季
節
。
上
田
地
域
の
各
地
で
、

収
穫
し
た
ば
か
り
の
地
元
産
そ
ば

粉
を
使
っ
た
香
り
高
い
新
そ
ば
が

楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

香
り
高
い
新
そ
ば
を
堪
能
！ 

新
そ
ば
ま
つ
り

真田の里
x0268-72-2204 

（ゆきむら夢工房）

ふるさと公園あおき
x0268-49-0111

（青木村役場建設農林課）

和田宿ステーション
x0268-68-3111

（長和町 産業振興課農政係）

信州立岩和紙の里
x0268-68-3874

（信州立岩和紙の里ふるさとセンタ－）

新そ
ばま
つり

お土産にいかが ?! おかしおそばの

昼
夜
の
寒
暖
差
が
大
き
く
霧
が
多
い
標
高
７
０
０
ｍ
の

戌
立
高
原
で
栽
培
さ
れ
た
香
り
高
い
そ
ば
の
実
で
打
っ

た
そ
ば
。

［
東
御
市
］

戌い
ぬ

立だ
て

高こ
う

原げ
ん

そ
ば

特
産
の
ク
ル
ミ
を
使
用
し
た
甘
み
の
あ
る
自
家

製
ダ
レ
で
食
べ
る
そ
ば
。
ク
ル
ミ
の
コ
ク
と
濃

厚
な
味
わ
い
が
人
気
で
す
。　

［
上
田
市
・
東
御
市
］

く
る
み
そ
ば
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真
田
氏
の
城
下
町
や

昔
懐
か
し
い
宿
場
町

歴
史
が
息
づ
く
風
情
に
浸
る
。

町
並
み

信州上田 おもてなし武将隊 真田幸村公

【東御市】東御市商工観光課	  東御市県281-2 	 TEL.0268-64ｰ5895　FAX.0268-64ｰ5881
【長和町】長和町産業振興課	  長和町古町4247-1	 TEL.0268-68-3111　FAX.0268-68ｰ4011
【青木村】青木村商工観光移住課	  青木村大字田沢111	 TEL.0268-49ｰ0111　FAX.0268-49ｰ3670

四
季
折
々
に
旅
の
幸
あ
り
。

楽
し
み
満
載
の
信
州
上
田
地
域
を

巡
り
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

上
田
地
域
の

魅
力
は

ま
だ
ま
だ

あ
る
ぞ
!!

古
く
か
ら
信
仰
を
集
め
る

神
社
仏
閣
や
素
朴
な
石
仏
の

表
情
に
癒
さ
れ
る
。

伝
統

自
然
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【上田市】上田市観光課	 上田市大手2-8-4	 TEL.0268-23-5408　FAX.0268-23-7355
丸子地域自治センター産業観光課	 上田市上丸子1612	 TEL.0268-42-1048　FAX.0268-42-3222
真田地域自治センター産業観光課	 上田市真田町長7178ｰ1	 TEL.0268-72-4330　FAX.0268-72-4140
武石地域自治センター産業建設課	 上田市上武石77	 TEL.0268-85ｰ2828　FAX.0268-85ｰ2313

それぞれの市町村の観光に関する
お問い合わせ先

爽
や
か
な
風
吹
く
高
原
や

悠
然
と
流
れ
る
千
曲
川

雄
大
な
自
然
に
親
し
む
。

自
然

た
っ
ぷ
り
の
日
射
し
と

清
ら
か
な
水
で
育
っ
た

旬
の
風
味
を
堪
能
す
る
。

実
り

大
事
に
受
け
継
が
れ
る
郷
土

芸
能
や
、
夜
空
を
彩
る
花
火

大
会
な
ど
を
満
喫
す
る
。

祭
り

山
の
恵
み
や
川
の
恵
み
、

こ
の
地
で
し
か
味
わ
え
な
い

ご
当
地
グ
ル
メ
を
食
べ
歩
く
。

美
味
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神戸空港

富山空港

あいの風
とやま鉄道

令和 4年11月発行
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▲（東御市からのアクセス）

上田バス（株） 
☎0268-34-6602
千曲バス（株） 
☎0268-22-2363
ＪＲバス関東（株）小諸支店 
☎0267-22-0588

高速バス上田予約センター ☎0268-22-0230／千曲バス（株） ☎0268-22-2363／高速バス予約センター ☎0267-62-0010

バスで
ご利用の際には、事前にバス会社にご確認ください。●高速バス（予約制、全席指定） バス路線は、生活路線等数多くの便があるので、主な観光地へ行く場合のみを

掲載しました。時刻表、料金等は各バス会社へお問い合わせください。●バス路線

上田バス上田市真田（真田・渋沢線）

千曲バス青木村（青木線）

上田バス別所温泉（塩田線）

千曲バス上田市武石（武石線）

千曲バス鹿教湯温泉（鹿教湯線）

ＪＲバス関東長和町（長久保線）

（新宿高速バスターミナル）

（あべの橋駅） （OCATビル）

（練馬区役所前）

大阪方面

東京方面

上田駅
上田駅

別所温泉

大阪駅

バスタ新宿 池袋駅東口 練馬駅 川越的場

なんば
京都駅
八条口

大阪駅前・
地下鉄東梅田駅

二
〇
一六
年

N
H
K
大
河
ド
ラ
マ

NAVi

公式Twitter
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